　　　　　　　　　　　　　
多血症板血漿を用いた再生医療の説明と同意書

あなたに提供する再生医療は、あなたから採血した血液中の血小板を上顎洞内もしくは顎骨に留置することによって骨組織の修復を促す多血小板血漿を用いた再生療法です。
[bookmark: _GoBack]これは健康保険で認められた治療法ではなく、主治医の責任とあなたの同意によって行われる治療です。この再生医療等提供はカメイクリニック2認定再生医療委員会で審査の上、厚生労働大臣に提出しています。
あなたから細胞提供を受ける医療機関は室木歯科口腔外科医院で、細胞採取を行う医師は室木俊美です。あなたから提供を受けた細胞は保管することはせず、余った場合は医療廃棄物として処分します。健康被害に対する保証は室木歯科口腔外科医院が責任を持って行います。
採取した細胞はあなた自身のもので、培養などを行っていないため遺伝的な影響はありません。まず、あなたの血液を上肢から採取し、その血液に含まれる血小板を、遠心分離機を用いて濃縮分離します。これをインプラント埋入時に顎骨欠損部や上顎洞内に留置し骨組織の修復、増生を促すものです。ただ炎症部位や腫瘍性部位に対しては禁忌となっています。
 この治療法の利点は、自分の細胞を増やすことによって効果を得ることができる点で、異物を留置する治療とは異なります。また、一時的に腫れなど起こりますが、軽度で済む傾向があります。同じような効果をもたらす治療法として静脈血をそのまま留置する方法がありますが、十分な骨造成の効果が低く違いがあります。 
治療費はPRPを用いた上顎洞挙上手術の場合は11万円です（その後の補綴物の作製費用は含まない）。なお、この治療法を受けることはあなたの任意であり、拒否したり、同意を撤回することによって不利益をうけることもありません。また、あなたは治療を受ける前のいつでも同意を撤回できます。
この治療に関して疑問や質問がある場合は主治医にお尋ね下さい。あなたの個人情報は当院の個人情報保護規定によって保護されます。　　　　　　　　
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